
事 務 連 絡

平成２１年５月２２日

都道府県民生主管部（局）

国民健康保険主管課 御中

厚生労働省保険局国民健康保険課

企画法令係

国民健康保険条例参考例の一部を改正する条例参考例の送付について

各市町村における国民健康保険条例の策定の参考に供するため、国民健康保険条

例参考例の一部を改正する条例参考例（平成２１年２月１２日）により国民健康保

険条例参考例を示しているところですが、今般、別添のとおり、その一部を改正す

る条例参考例を作成しましたので、ご活用ください。



国
民
健
康
保
険
条
例
参
考
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
参
考
例

国
民
健
康
保
険
条
例
参
考
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
の
五
の
二
第
二
号
中
「
第
十
八
条
第
一
項
四
号
ロ
」
を
「
第
十
八
条
第
一
項
第
四
号
ロ
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
九
項
を
削
り
、
附
則
第
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
平
成
二
十
一
年
十
月
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
ま
で
の
間
の
出
産
に
係
る
出
産
育
児
一
時
金
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
条

被
保
険
者
又
は
被
保
険
者
で
あ
っ
た
者
が
平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
に
出
産
し
た
と
き
に
支
給
す
る
出
産
育
児
一
時
金
に
つ
い
て
の
第
八
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中

「
三
十
五
万
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
三
十
九
万
円
」
と
す
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



1

新

旧

対

照

条

文

◎

国
民
健
康
保
険
条
例
参
考
例

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

退
職
被
保
険
者
等
に
係
る
基
礎
賦
課
額
の
世
帯
別
平
等
割
額
の
算
定)

退
職
被
保
険
者
等
に
係
る
基
礎
賦
課
額
の
世
帯
別
平
等
割
額
の
算
定)

（

（

第
十
八
条
の
五
の
二

第
十
八
条
の
二
の
世
帯
別
平
等
割
額
は
、
第
一
号
又
は

第
十
八
条
の
五
の
二

第
十
八
条
の
二
の
世
帯
別
平
等
割
額
は
、
第
一
号
又
は

第
二
号
に
掲
げ
る
世
帯
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
号
又
は
第
二
号
に

第
二
号
に
掲
げ
る
世
帯
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
号
又
は
第
二
号
に

定
め
る
額
と
す
る
。

定
め
る
額
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

特
定
同
一
世
帯
所
属
者
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
退
職
被
保
険
者
の
属

二

特
定
同
一
世
帯
所
属
者
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
退
職
被
保
険
者
の
属

す
る
世
帯
（
当
該
世
帯
に
他
の
被
保
険
者
が
い
な
い
場
合
に
限
る
。
）

す
る
世
帯
（
当
該
世
帯
に
他
の
被
保
険
者
が
い
な
い
場
合
に
限
る
。
）

第
十
八
条
第
一
項
第
四
号
ロ
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

第
十
八
条
第
一
項
四
号
ロ
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

附

則

（
平
成
二
十
年
度
の
仮
徴
収
額
の
特
例
）

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
十
九
年
政

19
令
第
三
百
二
十
四
号
）
附
則
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
徴
収
（
健

康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）

第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国
民
健
康
保
険
法
（
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
「
平
成
二
十
年
四
月
改
正
国
保
法
」
と
い
う
。
）
第
七
十
六
条
の
三
第

一
項
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
を
い
う
。
）
の
方
法
に
よ
っ
て
特
別
徴
収
対
象



2

年
金
給
付
（
平
成
二
十
年
四
月
改
正
国
保
法
第
七
十
六
条
の
四
に
お
い
て
準

用
す
る
介
護
保
険
法
第
百
三
十
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
特
別
徴
収
対
象
年

金
給
付
を
い
う
。
）
の
支
払
の
際
に
徴
収
す
る
保
険
料
額
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

平
成
十
九
年
度
の
保
険
料
の
算
定
を
第
二
十
一
条
第
一
項
又
は
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
月
割
を
も
っ
て
行
っ
て
い
る
場
合

当
該
月
割
額
に
十
二

（
た
だ
し
、
十
二
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
場
合
は
、
一
以
上
十
二
以

下
の
範
囲
内
に
お
い
て
別
に
定
め
る
数
と
す
る
。
）
を
乗
じ
て
得
た
額
を

六
で
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

（
二

）

（
平
成
二
十
一
年
十
月
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
ま
で
の
間
の
出
産
に
係
る

出
産
育
児
一
時
金
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
条

被
保
険
者
又
は
被
保
険
者
で
あ
っ
た
者
が
平
成
二
十
一
年
十
月
一
日

か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
出
産
し
た
と
き
に
支
給
す

る
出
産
育
児
一
時
金
に
つ
い
て
の
第
八
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

条
第
一
項
中
「
三
十
五
万
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
三
十
九
万
円
」
と
す
る
。
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